


















〈ミニ知識〉

「ら」は推量の意の助動詞で、
「聞いてくれるらか」とは、「聞
いてくれるだろうか」の意と
なります。

この「ら」は、静岡県の会話（方
言）の中で、非常に重要な意
味（文法上、解釈上）をもつ
助動詞として、有名な「ずら」
と並んで大いに注目される用
法です。

〈ミニ知識〉

「きぜわしいない」は、「気忙
しい（きぜわしい）」と同じ意
味の語で、県の西部で聞かれ
る語。

すなわち「気ぜわしない」の「な
い」は打消しの「ない」にあ
らず、意味を強調する接尾語
の「ない」であり、「はしたない」
「たいへんもない」と同種の用
法によります。





































〈ミニ知識〉

「のんばめる」は、「（食べ物な
どが）のどにつかえる」こと
を言い、本県の中・西部およ
び伊豆南部に分布する独特（他
県にない）の表現です。

なお、小笠郡、榛原郡などには、
「仕事などをこなすのが難し
い、持て余す」の意での用法
もあります。

〈ミニ知識〉

「ばか痛い」の「ばか」は、接
頭語的に用いて、「度外れて」
（一定程度をはるかに超えてい
る）」という意味での使用。

ちなみに「ばか綺麗」「ばか優
秀」（？！）などの言い方も、
静岡ではしばしば聞かれる表
現です。






































